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設
立
一
〇
周
年
を
迎
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー
ド
」
は
、
ネ

パ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど
九

ヵ
国
で
教
育
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
す
で
に
八
三
二
の
学
校
を
建
て
、

七
五
二
六
の
図
書
館
を
開
設
し
、
六
〇

〇
万
冊
の
現
地
語
児
童
書
を
発
行
し
て

い
る
（
一
一
六
㌻
参
照
）。

　
こ
の
大
規
模
な
社
会
貢
献
は
、
創
業

者
ジ
ョ
ン
・
ウ
ッ
ド
の
一
通
の
メ
ー
ル

か
ら
始
ま
っ
た
。

「
ネ
パ
ー
ル
に
本
を
─
─
協
力
し
て
く

だ
さ
い
」

　
一
九
九
八
年
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
に

お
け
る
秒
速
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
稼
業
に

浸
か
り
切
っ
た
ウ
ッ
ド
は
、
九
年
ぶ
り

の
長
期
休
暇
を
取
っ
て
ネ
パ
ー
ル
を
訪

れ
た
。

　
そ
こ
で
、
彼
が
偶
然
知
り
合
っ
た
教

師
の
手
引
き
に
よ
っ
て
目
に
し
た
も
の

は
、
本
の
な
い
学
校
、
本
の
な
い
子
ど

も
た
ち
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
本
を

読
む
習
慣
を
与
え
た
い
。
心
か
ら
そ
う

思
っ
た
ウ
ッ
ド
は
三
週
間
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
終
え
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
り
着

く
と
、
す
ぐ
さ
ま
近
く
の
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
か
ら
一
〇
〇
人
以
上
の
知
り
合
い
に

メ
ー
ル
を
送
る
。

　
そ
の
メ
ー
ル
は
知
り
合
い
の
知
り
合

い
に
転
送
さ
れ
た
り
し
て
、
ウ
ッ
ド
の

実
家
に
は
瞬
く
間
に
三
〇
〇
〇
冊
の
本

が
集
ま
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
威

力
で
あ
る
。

　
九
九
年
、
ウ
ッ
ド
は
父
親
と
と
も
に

ネ
パ
ー
ル
に
飛
び
、
八
頭
の
ロ
バ
に
三

〇
〇
〇
冊
の
本
を
載
せ
、
現
地
の
学
校

を
訪
れ
た
。
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
、
ウ
ッ
ド
は

「
僕
は
世
界
を
変
え
た
。
少
な
く
と
も

世
界
の
ほ
ん
の
一
部
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
実
感
す
る
。

　
こ
の
実
感
が
、
ウ
ッ
ド
の
人
生
を
変

え
た
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
で
は
国
際
関

係
の
要
職
に
あ
り
、
手
厚
い
待
遇
を
受

け
て
い
た
が
、「
何
百
万
人
と
い
う
子
ど

も
が
本
を
読
め
ず
に
い
る
と
い
う
の
に
、

台
湾
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
が
何
本
売
れ
る

か
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
の

か
」
と
思
え
て
き
た
の
だ
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
を
辞
め
る
こ
と

に
は
、
も
ち
ろ
ん
不
安
も
た
め

ら
い
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
友
人
の
ひ

と
言
が
ウ
ッ
ド
の
背
中
を
押
し
た
。「
バ

ン
ド
エ
イ
ド
を
は
が
す
に
は
二
つ
の
方

法
し
か
な
い
ん
だ
よ
」。

　
痛
い
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
は
が
す
か
。

痛
い
か
ら
こ
そ
、
一
気
に
は
が
す
か
。

ウ
ッ
ド
は
一
気
に
は
が
す
ほ
う
を
選
択

し
た
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
を
辞
め
て
、

ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー
ド
を
設
立
し
、

途
上
国
に
お
け
る
教
育
支
援
に
一
身
を

投
じ
た
の
だ
。

　
ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー
ド
設
立
に
至

る
ま
で
の
経
緯
は
『
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

で
は
出
会
え
な
か
っ
た
天
職
─
僕
は
こ

う
し
て
社
会
起
業
家
に
な
っ
た
』（
ジ
ョ

ン
・
ウ
ッ
ド
著
、
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講

談
社
刊
）
に
詳
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
一
読

し
て
ほ
し
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る 

「
低
コ
ス
ト
運
営
」の
実
態

　
ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー
ド
の
活
動
は
、

な
ぜ
か
く
も
短
期
間
で
大
き
な
成
果
を

収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
先
述
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
威
力
、
日
本
に

比
べ
て
は
る
か
に
緩
や
か
な
寄
附
免
税

団
体
の
設
立
基
準
、
あ
る
い
は
設
立
当

初
に
資
金
援
助
を
受
け
た
ド
レ
ー
パ
ー

・
リ
チ
ャ
ー
ズ
財
団
と
い
っ
た
社
会
イ

ン
フ
ラ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
は
確

か
に
あ
る
。

　
だ
が
、
そ
う
し
た
条
件
は
他
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
同
じ
で
あ
り
、
ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・

リ
ー
ド
に
は
固
有
の
成
功
要
因
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
い
。

　
そ
れ
を
ひ
と
言
で
い
い
表
す
な
ら
、

「
大
き
く
行
け
、
さ
も
な
け
れ
ば
家
に

帰
れ
」
と
い
う
主
義
で
あ
る
（
一
二
〇

〜
一
二
三
㌻
の
特
別
対
談
参
照
）。
ウ

ッ
ド
は
設
立
当
初
か
ら
社
会
貢
献
を
自

ジ
ョ
ン
・
ウ
ッ
ド
に
は
二
つ
の
顔
が
あ
る
。
一
つ
は
世
界
中
の
子
ど
も
に
教
育
の
機
会
を
与
え
る
志
を
持
っ
た
「
社

会
起
業
家
」
の
顔
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
仕
込
み
の
経
営
手
法
を
操
る
「
企
業
家
」
の
顔
で
あ
る
。

ジョン・ウッドのメール署名。
支援実績が数字で表され、リ
アルタイムで更新される 子

ど
も
に
未
来
を
、子
ど
も
に
希
望
を
！
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め
の
「
チ
ャ
プ
タ
ー
」（
拠
点
）
と
呼
ば

れ
る
組
織
が
あ
り
、
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
っ
て
自
律
的
に
運
営
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
チ
ャ
プ
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
約
一
〇
〇
〇
人
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
も

い
れ
ば
、
大
学
生
、
主
婦
、
定
年
退
職

者
も
い
る
。

「
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
、
子
ど
も
た

ち
に
希
望
を
！
」。
途
上
国
の
教
育
支

援
に
か
け
る
ウ
ッ
ド
の
熱
意
が
、
世
界

中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
磁
石
の
よ
う
に

引
き
つ
け
る
。

「
ジ
ョ
ン
の
本
を
読
ん
で
、
居
て
も
立

っ
て
も
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
感
動
し
ち

ゃ
っ
て
。
す
ぐ
本
人
宛
て
に
メ
ー
ル
を

書
い
た
ら
、
翌
日
に
は
返
事
が
き
て
ま

た
感
動
し
た
」

　
大
手
広
告
代
理
店
に
勤
め
る
鈴
木
勇

貴
は
、
東
京
チ
ャ
プ
タ
ー
の
活
動
に
か

か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
振
り
返

っ
て
言
う
。

社
会
貢
献
な
き
企
業
家

経
営
な
き
社
会
起
業
家

　
か
つ
て
、「
企
業
家
」
と
「
社
会
起
業

家
」
の
あ
い
だ
に
明
確
な
線
引
き
な
ど

な
か
っ
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
世
界
有

数
の
大
企
業
に
育
て
上
げ
た
松
下
幸
之

助
は
「
企
業
家
」
で
あ
り
、「
社
会
起
業

家
」
で
も
あ
っ
た
。

　
彼
は
「
企
業
は
社
会
の
公
器
」
と
言

い
、
事
業
経
営
は
本
質
的
に
は
私
の
事

で
は
な
く
、「
給
料
は
社
会
奉
仕
の
報

酬
」
で
あ
る
と
説
い
た
。
希
代
の
企
業

家
、
松
下
幸
之
助
が
思
い
描
い
た
事
業

と
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
社
会
貢
献
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
現
代
に
お
い
て
、
松
下
幸

之
助
の
よ
う
な
「
社
会
起
業
家
」
と
し

て
の
志
を
持
ち
、
行
動
で
き
る
「
企
業

家
」
が
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
一
方
で
、「
社
会
起
業
家
」
に
は
「
企

業
家
」
と
し
て
の
視
点
が
す
っ
か
り
抜

け
落
ち
て
い
る
。
ウ

ッ
ド
に
言
わ
せ
れ
ば

「
持
続
的
な
社
会
貢

献
の
た
め
に
は
、
営

利
企
業
よ
り
効
率
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
求
め
ら
れ
る
」
は

ず
な
の
だ
が
、
当
世

は
や
り
の
「
社
会
起

業
家
」
に
は
経
営
感

覚
が
な
い
。

　
社
会
貢
献
の
志
な

き
「
企
業
家
」
と
、

経
営
感
覚
な
き
「
社

会
起
業
家
」。
そ
の

ど
ち
ら
も
大
事
な
残

り
半
分
を
見
失
っ
て

い
る
の
が
、
昨
今
の

潮
流
だ
と
は
い
え
ま

い
か
。

　
そ
の
意
味
で
、
世

界
中
の
子
ど
も
に
教

育
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
志
を
持
ち
、

そ
の
志
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
（
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
流
の
経
営
手
法
）
を
も

有
す
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ッ
ド
の
立
ち
位
置

は
興
味
深
い
。

　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
本
特

集
タ
イ
ト
ル
の
「
社
会
企
業
家
」
は
誤

字
で
は
な
い
。「
企
業
家
」
で
あ
り
「
社

会
起
業
家
」
で
も
あ
る
ウ
ッ
ド
の
よ
う

な
「
社
会
企
業
家
」
が
今
こ
そ
求
め
ら

れ
て
い
る
。 

（
敬
称
略
）

己
満
足
で
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
か

っ
た
。
会
社
を
辞
め
て
ま
で
取
り
組
む

以
上
は
、
世
界
的
規
模
に
広
げ
よ
う
と

考
え
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
仕
込
み
の
ビ

ジ
ネ
ス
手
法
を
導
入
し
た
。

そ
の
最
た
る
も
の
は
、「
結
果
」
に

対
す
る
説
明
責
任
で
あ
ろ
う
。

「
自
分
が
出
し
た
寄
附
金
が
ど
こ
で
ど

う
使
わ
れ
て
い
る
か
知
り
た
い
」
の
が

寄
附
者
の
心
理
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
は
寄
附
の
具
体
的
な
使
い
途
ま

で
は
公
開
さ
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー

ド
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
明
朗
会
計
」。
図

書
室
な
ら
四
〇
〇
〇
㌦
、
学
校
な
ら
二

万
〜
五
万
㌦
と
い
う
価
格
を
提
示
し
、

寄
附
金
が
ど
の
図
書
室
、
ど
の
学
校
に

使
わ
れ
た
か
ま
で
わ
か
る
。
ウ
ッ
ド
の

メ
ー
ル
署
名
欄
に
は
過
去
の
支
援
実
績

が
数
字
で
書
き
連
ね
ら
れ
て
お
り
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
更
新
さ
れ
る
（
右
ペ
ー

ジ
上
の
写
真
参
照
）。

　
も
う
一
つ
、
ル
ー
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー

ド
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
低
コ
ス
ト

運
営
。
集
め
た
寄
附
金
は
で
き
る
だ
け

途
上
国
支
援
に
充
て
る
方
針
で
、
間
接

費
率
は
一
五
〜
一
六
％
に
抑
え
て
い
る
。

「
財
務
効
率
で
は
米
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
慈
善
団
体
」
だ
と
ウ
ッ
ド
は
胸

を
張
る
。

　
低
コ
ス
ト
運
営
を
支
え
る
の
は
、
世

界
各
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
だ
。

世
界
一
四
ヵ
国
に
寄
附
金
を
集
め
る
た

事業経営は本質的には私の事ではなく、
公事であり、企業は社会の公器なので
ある。

給料というものは、仕事を通じて社会
に奉仕貢献していくことの報酬として
与えられるものとも考えられよう。

事業事業経営経営経営経営は本は 質的質的的にはにはにはには私の私私の私 事で事ではなく
企業は社会の公器

給料料料料といといとといといとととといといとといいいいいいいといといいといいいといいいうもうう のは 仕仕事を事を事事 通じ通 て社社会

給料は社会奉仕の
報酬

（PHP総合研究所編『松下幸之助一日一話』より抜粋）

社会起業家としての松下幸之助
JIJI


